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１． 研究背景 

 スマートフォンの普及率が 7割を超え[1]、我々の生活の中へ溶け込んだ感があるスマートフォンで

はあるが、歩行中や食事中のなどの利用により、人に不快な感じを抱かせるだけではなく、事件・事

故に至るなど、時々に世間を騒がせる。また、アカウントの乗っ取りや個人情報の漏えいなどセキュ

リティに関する記事もよく目にする。ここまで普及したスマートフォンだからこそ、スマートフォン

という存在が保有・未保有に関わらず、皆にとって快適な存在となるにはどのような提言を行ってい

けばよいのか、検討するため、2018 年 3 月に全国調査をおこなった。本報告では、その調査結果の中

でも、特に関心が高いと思われる歩きスマホについて取り上げる。 

２．調査概要 

 調査時期：2018年 3 月 調査対象：全国、15～79歳男女 調査方法：web調査 

  標本抽出法：QUOTA SAMPLING 性別(5 歳刻み)・年齢・都道府県で割付 6,000サンプル回収 

３．調査分析手法 

NTTドコモ モバイル社会研究所では、2010年より毎年実施しているモバイルに関する基礎調査の中

で、スマートフォンに関するマナーについてもオリジナル尺度を作成し、実査を行っている。その項

目の一つに「歩きスマホ」がある。自身が歩きスマホを行っているか、また他者の歩きスマホを見て、

どう感じるかを調査している。今回の調査においても、この項目を基礎とし、さらにライフスタイル

（日々の移動等）や、ICT 利活用状況に加え、スマホに関すること以外の一般的なマナーについても、

同時に調査していた。 

分析手法としては、①自己の歩きスマホと他者の歩きスマホを見てどのように感じているかの結果

を元に、4つの群に分ける。②①で作成された、歩きスマホの群がどのような要因で分かれたのか、相

関の強そうなものは何かを、仮説を立て調査の結果を、数量化理論第Ⅱ類を用いて分析を実施。 

４．調査結果 

歩きスマホの自身がおこなっているか、また他人の歩きスマホについてどう感じるか、調査した結

果は、スマートフォン所有者の内、52％が歩きスマホをおこなっていた。他人の歩きスマホを見て、

気になると答えた人も、66％となった。この結果をクロスさせ、4 つの群に分けた（表 1）。それぞれ

の群は、歩きスマホを行い、他人の歩きスマホは気にならない「1 群：お互い様」、歩きスマホを行う

が他人の歩きスマホも気になる「2 群：ジレンマ」、自身は歩きスマホを行わなく、他人の歩きスマホ

も気にならない「3 群：無関心」、最後に歩きスマホを行わないが、他人の歩きスマホは気になる「4

群：嫌悪感」とした。 








